






要約:ヒトに於ける変異原性の危険は、変異原性の強さと生産量の二つの要素が関係すると

考えられる。昨年は、食品添加物について検討し、18 の品目を選出した。今回は、環境変

異原物質について検討した結果を報告する。わが国の環境庁が 10 年がかりで作成した「環

境化学物質要覧」には 318 の物質が収録されている。この中で、変異原性の認められるも

のは 140(44%)であった。変異原性の評価は、催腫瘍性、催奇性、Amesテスト、染色体異常、

その他の変異原性の5つについて、異常ありを2点、報告が+/一の両方あるもの1点、異

常なしを 0 点とした。その得点に、年間生産量を加味して、酸化エチレン、N 一ニトロソ

ジチメルアミン、N一ニトロソジエチルアミン、アセトアルデヒド、ホルムアルデヒド1,2

一ジブロモエタン、エピクロロヒドリン、トリクロロエチレン、リン、酸トリス、3.4 一

ベンゾピレンなどが危険であることが分かった。これらの物質に対する監視を強化して、

可能なものから年間生産量を減少させるよう努めるごとが、ヒトの生存と健康に必要であ

ろう。 


